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序 文

貝塚 市は豊か な自然 と古 い歴史や伝統 には ぐくまれた文化的遺産 を数 多 く伝

えている歴史的なまちであ ります。

しか しなが ら、近年の市 内開発の急増 には 目をみはるものがあ りやや もすれ

ば人知れず消え去 る運命 となる文化遺産 も数 少 くあ りません。

このたび、昭和56年 度事業の一環 として貝塚市立南小学校校舎の一部増築工

事 を実施す る運 び となり、昭和56年7月 末 よ り約1ヶ 月間にわたる発掘調査 を

実施 して まい りました。

ここにその概要の報告書 を作成 し発刊する運 び とな り、本書が市民のみなさ

ま方 のご理解 となお一層の認識 を深めていただ く一助 となれば幸いか と存 じま

す。

なお、調査お よび本書作成にあた り、ご尽力 を賜 りました関係各位のみなさ

ま方に厚 く御礼申 し上 げます。

昭利57年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書 は貝塚市立南小学校校舎一部増築工事 に伴 い貝塚市教育委員会が実

施 した発掘調査 の調査結果報告である。

2.調 査 は貝塚市教育委員会社会教育課西岡巖 を調査担当者 とし、昭和56年

7月22日 より開始 し、8月22日 終了 した。調査にかか る経費は貝塚 市が負担 し

た。

3.調 査 および本書作成にあたっては西 岡が担当 し、梅 田正之 ・岸上容 ・佐

藤宏太郎 ・西分平和 ・福 田淳 ・藤原篤子 ・松下隆一 ・吉 田房子ほか諸氏の協 力

を受け、その他各方面か らの多大の ご教示 ・ご援助があ り、ここに記 して深 く

感謝の意 を表 します。

4.本 調査 にあたっては写真 ・実 測図な どの記録 を作成する とともに、カラ

ー スライ ドを作成 した。広 く利用 されることを希望 したい。
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第一章 調査 に至 る経過

調査地区は貝塚市地蔵堂286番 地内で今回昭和56年 度事業の一環 として一部校舎等の建て替

え工事 を行 うこととなった貝塚市立南小学校の敷地内である。当地域は大阪府遺跡分布地図に

南小学校北西方約200mに 所在する現正福寺を中心に南北約200m、 東西約300mの 範囲におよ

ぶ平安時代 と考えられる寺院跡、地蔵堂廃寺跡 として周知されているところであ り、今回の工

事計画地 もその東側一角に所在 している。

校舎建て替え工事に先立ち工事計画区域内に埋蔵文化財が所在するかどうかの遺構確認調査

を昭和56年7月13日 より建築担当課 と協議の うえ実施 し、まず幅1m、 長 さ約15mの 遺構確認

用試掘 トレンチ を工事計画区域内に南北方向に設定 しユンボ掘削による遺構検出を行った。

調査の結果、現地表面より約10cmの 校庭整地用盛土下で厚さ5～20cmの 遺物包含土層 を検出

し、以下地山面に切 り込む形で径25～40cmの 円形の掘 り方をもつ柱穴列 を検出した。柱穴列は

トレンチに沿ってほぼ180cmの 等間隔に並び5間 分であった。

出土遺物としては遺物包含土層中および柱穴掘 り方内より瓦器片 ・土師器片 ・土師質羽釜片

等が出土 し、時期的には室町時代を中心 とす る時期の ものと考えられた。ただ、試掘 トレンチ

内では柱穴列のほか他の遺構は未検出であったものの上記出土遺物に混って古墳時代の須恵器

片も検出されたことから、周辺地 区には古墳時代の遺構の存在も考慮されるところであった。

以上のような調査結果にもとづ き基礎工事によって破壊 を受ける地区について発掘調査を行

う必要が生じたため建築担当課 と再度協議の結果、同7月23日 より1ヶ 月間の予定で約400mZ

の範囲内において発掘調査を実施するはこび となった。

第二章 位置 と環境

発掘調査を実施 した当地域は前章でも若干触れているが、昭和52年3月 刊行大阪府遺跡分布

地図に平安時代の寺院跡、地蔵堂廃寺跡 として周知されているところである。
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第1図 調査位置 と周辺遺跡分布図
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調査地は国鉄阪和線和泉橋本駅西方約250mの 府道和泉泉南線沿いに所在す る貝塚市立南小

学校校庭内であ り、現在の海岸線より平行 して走る国道26号 線、南海電鉄および第2阪 祁国道

を経て約2kmの 海抜約26mの 位置である。

調査区域の現状は一部既存建物 も残るがその大部分は校庭整地面となり水平に整地されてい

る。旧地形の残存については不明暸であるものの周辺地形か らみた場合西方および北方に向っ

て若干の地形的下が りをもち微高地形を有した地区の突端部付近に所在するものと思われる。

当地区に近接する周辺遺跡 としては調査区域北方約150mに おいて国史跡指定を受けている

全長約66m、 前方部最大幅約27m、 後円部径約43mを 測る貝塚市唯一の前方後円墳である丸山

古墳が前方部をほぼ西方に向け所在 しているもののその他古墳、集落跡等の遺跡については現

在 までの ところ当遺跡に近接 して所在はしていない。

ただ、今回調査を実施 した地区から約400～700mと 若干はなれての所在ではあるが、第1図

に示 した遺跡が所在 しているもののそれ ら各遺跡の詳細な性格等についてはまだ充分な解明は

行われていないのが現状である。

第三章 遺 構

1.遺 構 の概 要

今回の調査で検出したのは第2図 遺構平面図に示すとお りである。調査区域西方は旧校舎の

基礎部により大 きく攪乱 を受けてお り、その他各所にも校庭整地等による攪乱状況がみ うけら

れた。基本層序については校庭整地用盛土の除去後酉側一部は地山面を直接検出したが、東側

に向 うにしたがい第2層 灰褐色土遺物包含土層の残存が認め られた。第2層 灰褐色土を除去 し

たのち各遺構の検出をみた。

検出遺構は大きく古墳時代 と中世の2時 期にわたるものである。

個々の検出遺構の詳細については後述することとして、以下 これら検出遺構についての概要

を記す ことにする。

検出遺構 としては調査区域南東部において幅約2m、 深さ約0.4mのU字 形を呈する古墳時代

中期 と考えられる古墳周溝の一部 を検出したが、古墳の規模 ・性格等については検出部分が少

～
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なく不明暸である。調査区域中央付近では東西梁行三間、南北桁行五間の建物跡 をt棟 検出 し

た。建物跡はさらに南に一間分の廂 を有 している。また、建物跡西側約3mに は建物 と平行 し

て南北に六間分の棚列を1条 検出している。なお、建物跡北側および東側周辺において明瞭な

並びは有 していないが柱穴群 を若干検出してお り、付近には建物跡等の何 らかの遺構が残存す

るものと思われる。その他、古墳周溝上面および調査区域西方、南西隅等において長方形およ

び円形を呈する土琺状遺構 を4基 、幅03～0.7m、 深さ0.03～0.10mの 溝状遺構6ヶ 所および

南東隅において円形を呈する素掘 りの井戸1基 をそれぞれ検出 している。その うち、南西隅で検

出した径約0.5m、 深さ約0.15mを 測 る円形の土ftに ついては土師質羽釜の底部 を伴 うもので

あ り土拡墓 と考えられる。建物跡以下の各検出遺構については多少の時期差 はあるもの と思わ

れるが出土遺物 より室町時代を中心 とする中世のもの と考えられる。

以下、これ ら検出遺構について川頁次個別的に記すことにす る。

2.古 墳

調査区域南東部において検出した周溝部のみの残存遺構であ り、約5cmの 校庭整地用盛土下

約20cmの 第2層 灰褐色土中世遺物包含土層 を除去 したのち検出をみた。

周溝の規模は断面形U字 型 を呈し、幅約2m、 現存する深さ約0.4mを 測 り調査区域東壁お

よび南壁外に弧を描 きなが らのびてい く。そのため、古墳全体の規模については円墳あるいは

前方後円墳 となるかは不明瞭であるが、ほぼ円形にめ ぐると考えた場合古墳周溝の内法で直径

約14m、 周溝部分 をも含めた最大径は約18mを 測り得る。

周溝内基本土層は出土遺物 より上層第2層 灰褐色土層に近似する時期 と考 えられる第3層 灰

褐色土下層、第4層 暗灰褐色土層が厚 く堆積 し、第5層 暗青黒色土層が約5cmの 厚 さで溝内底部

に堆積 し、以下赤黄色地山土となる。 また、南東隅の周溝部分内側はすべて第2層 灰褐色土の

中世遺物包含土層の堆積であ り、古墳の墳丘盛土はすべて中世における削平を受けていた。古

墳内部主体の残存についても今 回の調査区域内では検出されず、未調査部分についてもその多

L.26.2QM

第2図 古墳周溝断面実測図
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第3図 遺構平面実測図
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くは破壊 ・削平を受けているものと思われる。

出土遺物については第3層 周溝内灰褐色土下層 より中世瓦器片 ・土師器片等を検出している

ものの第5層 暗青黒色土最下層 より古墳時代中期 と考 えられる須恵器杯 ・蓋および器台の小破

片等が少量出土している。

3.掘 立柱 建物

調査区域ほぼ中央部において検 出した東西梁行三問(全 長約5。10m')、南北桁行五間(全 長約

9.00m)の 掘立柱建物跡である。建物跡軸線は磁北方向より若干西側に振る。柱穴は総べた柱

で直径25～40cmの 円形あるいは楕円形 を呈した掘 り方に10～15cm前 後の円形柱が据えられてい

た と思われる。なお、建物南面部にはこれら柱穴掘 り方に比 して径15～20mと やや小形の掘 り

方を有 した廂 と考えられる柱穴列が一問分取 り付いている。

時期的には柱穴掘 り方内よりの出土遺物が希薄であるため明確な時期決定まではできないも

のの東面柱穴列掘 り方内より土師器小皿および土師質の羽釜 と思われる細片が極 く微量出土し

てお り、他の検出遺構 との関連とを考慮 した場合、概ね中世末ごろのものではないかと考えら

れる。

さらに、掘立柱建物跡西側3mに は建物に平行す る形で南北に走る1条 の棚列 を検出 してい

る。棚列は径25～35cmの 柱穴掘 り方 を有し六間(全 長約10.7m)分 であ り、掘立柱建物の柱穴

列 とほぼ等間隔 を有 している。

その他、建物跡 と明確に捉えられる遺構は未検出であるが、掘立柱建物跡周辺、特に北側お

よび東側には掘立柱建物柱穴内埋土 と同様の埋土 をもつ径20～35cmの 掘 り方を有す る柱穴群が

散在 してお り、当地区を中心に北側および東側への遺構の広が りが考慮されるところである。

4.土 坑

今回の調査で検出した土拡状遺構は4ヶ 所であるがその内調査区域南西隅で検出した1基 に

ついては出土遺物から土拡墓か と考えられる。以下 、各検出遺構について個々の概略を記すこ

とにする。

土ttt

調査区域東側の一部古墳周溝上にかか り検出した一辺約2mお よび3.5mで 現存す る深さ

約0.3mの 南北に細長いやや楕円形を呈 した長方形の土拡 である。

性格等についてはまった く不明であるが土拡埋土内より多量の瓦器椀 ・小皿片 ・土師器小皿
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片等が出土してお り、それら出土遺物から中世末葉のものと思われる。

土拡2

土鉱1西 側の掘立柱建物跡に沿って位置 している。一辺約1.4mお よび約2.Omで 深 さ約0.1

mを 測る南北に細長い長方形の土砿である。出土遺物につ いては極めて御量であるため不明瞭

であるが、土拡1内 埋土 と同種の埋土 を有しており、土拡1と ほぼ同時期の遺構か と考えられ

る。

土拡3

調査区域西側に位置してお り一部は調査区域外にのびているため遺構全体の規模は不明瞭で

あるが、ほぼ長方形 を呈するものか と考えられる。規模 としては南北確認長約4m、 東西確

認長約2mで 深 さ約0.4mを 測る。

第4図 土±広3平 面 ・断 面 実測 図

遺構内より5～15cmの 多量の礫 とともに平瓦片 ・土師質羽釜片が一度に投棄 されたかの状態

でやや浮き上がって出土 している。

遺構の性格についてはまったく不明であるが時期的には上記の土拡 とほぼ同時期かあるいは

診や古い時期のものか と思われる。

土砿墓

調査区域南西隅に位置し径約0.5m、 深さ約0.15mを 測 りほぼ円形を呈す る。

出土遺物 としては土師質羽釜 と考えられる底部のみの破 片が土砿中央よ りやや南側に位置 し

こ状態で土拡底面に接 して出土 した。土師質羽釜はその上部がすべて削平による欠損を受けて

3り 明確な時期決定にまではおよばないものの遺構内埋土の状況からほぼ土砿3と 同時期の も

一7一



の か と考 え られ る。

第5図 井戸1断 面実測図

5.井 戸 丶

調査区域南東部の古墳周溝内側に位置 している。ほぼ円形を呈する素掘 りの井戸で上面径約

1.5m、 現存する深 さ約1,3mを 測 り、底部径は約0.5mと かな り狭 くなる。底部には何 ら施

設等の痕跡はなく、礫 ・砂等も施されていなかった。 また、井戸内埋土の堆積状況か ら井戸の

廃棄 と同時に一時期に埋没 したようである。

出土遺物については遺構内埋土 より若干の瓦器椀片 ・土師器片等が出土してお り時期的にも

土ft1・2出 土の土器類 と同様の ものであり中世末葉 と考えられる。

6.そ の他

掘立柱建物跡 ・土士広・井戸状遺構等、今回の調査で検出した各遺構に合わせて幅30～70cm、

深さ3～10cm程 度のi状 遺構 をも土拡1北 側および調査区域南西部の土砿墓1東 側等で若干検

出 している。各遺構の性格等についてはまったく不明である。

出土遺物 としては溝内より瓦器片 ・土師器片等が極めて微量出土したのみであ り、遺構の明

確な時期決定までには至 っていない。一応、今回検出した他の遺構に近似す る時期のものでは

ないか と考えている。
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第四章 遺 物

1.遺物の概要

今回の調査で出土 した遺物は前記第三章遺構の項でその概要について記 した とお りであるが、

量的にはやや希薄でありかつ小破片での出土が多かった。

遺物の種類 としては古墳周溝内第5層 暗青黒色土層内で須恵器杯 ・蓋お よび器台の小破片等

を若干検出 し、掘立柱建物跡柱穴掘 り方より実測不能ではあるが瓦器片 ・土師質羽釜片を検出

している。さらに、土砿1・2内 よ り瓦器椀 ・小皿、土師器小皿等 を、土砿3内 か らは多量の

礫 とともに平瓦片 ・土師質羽釜片を検出している。以下、今回図示 しているのはその中でも量

的に多く出土 した土砿1内 出土の遺物を中心に若干の概要 を記している。

2・須恵器(図 版7(1×2)、第6図(1×2×3))

報告する3点 はすべて古墳周溝内底部での出土である。

蓋(1)は復原基部径12.8cm、 器高3.9cm、 ロ縁高2.Ocmを 測る。天井部はやや丸味を有す るが平

坦気味に仕上げている。稜は口縁部 と天井部 とを明瞭に分け横方向に突出す るが、端部はやや

丸味 を帯びる。口縁部はやや外方向に張 り出し直線的にのび、口縁端部内側に一条の段 を有す

る。胎土は微量の砂粒を含み、焼成は良好である。白灰色を呈す る。

杯(2)は復原受部径11.8cm、 基部径9.8cmを 測る。受部 ・たちあが り部のみの残存で底体部は

欠損する。器壁がかな り薄 く、受部は水平にやや鋭 くのびる。たちあが り部分は内弯 しなが ら

上方にのび端部付近でほぼ垂直に上が る。口縁端部は薄 く鋭いがやや丸味を帯びる。また、た

ちあが りの部分中央部に一条の凸線が認められる。胎土 ・焼成 ともに良好でやや褐色がか る淡

青灰色を呈す る。

蓋(3)は前記蓋(1)と同様であるがやや器壁が厚 く全体に丸味 を帯びる。復原基部径12.8cm、 器

高3.7cm、 口縁高2.3cmを 測る。 口縁部は弯曲気味にやや外方向に張 り出し、口縁端部は平坦に

おさめる。胎土はやや砂粒を多 く含むが焼成は良好で外面淡茶灰色、内面淡青灰色を呈す。な

お、蓋(3)は残存部分が少な く小破片のため若干不明瞭ではあるが高杯 となる可能性 をも有す る。

3.瓦 器(図 版7・8(4)～01)、第6図(4×5×7)～㈲)

椀(4)～(9)は井戸1上 面出土の(6)を除き他は土fii1内 での出土である。
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第6図 遺物実測図
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椀は全体的に器壁が薄 く外方に大きく直線的に張り出す形態 を有する。高台は張 り付け高台

で断面逆三角形 を呈するがかな り扁平で変形するものである。胎土はやや粗雑気味に砂粒を含

むが焼成はやや良である。外面は横ナデ調整 を施し、内面はナデ調整およびヘラ ミガキ調整を

施す。ヘ ラミガキ調整は口縁部内側で横方向に粗 く施され、底部付近で直線的あるいは螺旋状

に施 している。

小皿(ioXll)もともに土琺1内 よりの出土である。

両者 ともに 口径9.2cm、 器高1.7cmを 測 り、ほぼ同様の形態を有す る。底部はやや内側に凹み、

口縁部は外方に緩やかにのびる。口縁端部は丸 くおさめている。胎土は白色砂粒 を少量含み、

焼成 はやや軟質である。内外面 ともに横ナデ調整であるが小皿(11)内面底部には直線的なヘラ ミ

ガキ調整がやや粗 く施されている。

4。土師器(図 版8(12)～㈹、第6図(12)～㈹)

小皿⑫ ～(15)の計4点 はいずれも上記 と同様土拡1内 よりの出土である。

形態的には前記瓦器小皿 と口径で若干小形化するものであるがほぼ同様である。底部はやや

凹みを有する小皿(13)以外はやや丸味を帯びてはいるものの平士旦に仕上げられ、口縁部は外方 に

弯曲 しながら緩やかにのびる。口縁端部は丸 くおさめている。胎土は若干の白色砂粒を含み、

焼成は軟質である。内外面 ともにナデ調整か と思われるが これ ら4点 の小皿はいずれ も器面が

かな り摩滅 してお り調整方法について若干不明確である。

5.土師質羽釜(図 版8(16×17)、第6図 ㈹)

これら2点 はいずれ も土坑3内 より礫 ・平瓦片 とともに出土 した。形態はほとんど同様であ

り若干の色調変化は認め られるが同一個体の可能性をもつ ものである。

羽釜⑯は復原口径20.2cm、 最大径26.4cmを 測る。口縁部は内傾 しほぼ直線的にたちあがる。

口縁端部はやや丸味を帯びるが平尹1気味におさめられている。体部は底部付近 を大きく欠損 し

ているが丸 く内傾 しなが ら下方にのびる。鍔は直線的にやや上方向に張 り付けられてお り、端

部は丸 くおさめられている。なお、口縁部外面には不均整ではあるが浅い4条 の凹線が施 され

てい る。内外面 ともに横方のヘラ削 り調整を施 したのち一部ナデ調整を施 している。胎土は少

量の砂粒 を含み、焼成はやや良である。淡茶褐色を呈 し体部外面の一部に煤の付着が認められ

る。
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第五章 まとめ

本調査地域は昭和52年 度大阪府教育委員会報告の大阪府遺跡分布地図には平安時代の寺院跡、

地蔵堂廃寺跡 として記されているところであり、今回小学校校舎増築工事にかかる事前発掘調査

において検出した結果報告である。

調査の結果、平安時代の寺院跡に関係す る遺構 ・遺物の検出までには至 らなかったが古墳時

代および中世の大きく2時 期に分かれる遺構 ・遺物 を検出した。

古墳時代検出遺構 としては古墳の周溝 を検出した。ただ、工事区域外への調査 区域拡張は残

念ながら実施す ることができず、古墳の構造に若干不明確さを残すこととなったが、径約18m

を測る円墳か と考えられるものである。

時期的には出土遺物に陶邑TK23型 式 と考えられる須恵器片が出土してお り、概ね5世 紀後

半代の古墳 と考 えられ る。

これは今回の調査地に近接 して所在す る前方後円墳の丸山古墳 との関係 を考 える上で一つの

大 きな資料を得た といえるものであ り、丸 山古墳 自身の築造時期および古墳時代 における集落

跡 をも含めた当地域の構造を知る手がか りといえ、丸山古墳単独での古墳立地条件か ら丸山古

墳 を中心 とす る古墳群の存在が大きく考慮 され るものである。また、5世 紀中葉 ～末葉にかけ

ての古墳群を考える上で大阪府下泉南郡岬町に所在するものを除けば前方後円墳 を有する古墳

群 としては府下の南端に近 い位置を占め、今後の研究課題 とせねばならない重要 な地域 といえ

るであろう。

中世の検出遺構 としては掘立柱建物跡 ・土士広・土鉱墓 ・井戸等の遺構 を検出し、今回検出 し

た古墳もこの時期に大 きく削平されていると思われることか ら、当時の生活 ・生産地域 として

はかなり開発された地域 と考えられる。

ただ、検出遺構の状況か ら生活密集地域 よりは若干隔たった地区 と考えられ、北東方および

南東方への遺跡の広が りが考慮されるところであ り、現在の遺跡範囲よ りはかなり大 きく広が

るもの と考えられる。
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